

























































・ A= ~:b(x， ~)dç ......-(2.1.2) 







ô~~ +~旦=q ・H ・H ・.(2.1.4)
ot ' ox ヨ
式 (2.1.1)及び式 (2.1.4)における従属変数を，流
量Q，水位zとして表わせば，横流入量q=oの場合に
は次式が得られる。。Q，<)..oQ ， r1/~2_..2~ i) 一一+2u 十B(C_U)ζさ-ot ，--ox ，-'- . / O
=fBSo+(~A\ tu2 - ξ~ 1Q・Q
¥ OX I y~constJ .n." 。Z ， oQ B~一一+ー←ー=0ot ' ox 
v こに u=.Q.， c=，.1 9A， B=水面幅
A' V B 
また上式における和と差をつくることにより次式が導
かれる。
{ ~(子+(u土 c)努}-B(u土の(芸+(u土 c)長!
=fBSo+(a，A¥ fu2 毛ー主・ IQI.Q




c r aA . /.， " aA 1 -一+(u土 c)一一土一一~ v~.r: +(u+c) v~.c.L } =/1 at ''-''~-/ aX ~ A l at ，-， '/ aX)
-…・…(2.1. 6) 
(C' IQI.r， ¥ 但し 11=9lSo-'K;.Q) 
上式において従属変数 Aを式 (2.1.8)で定義される
Escoffierの stagevariable ，Q，に変更すれば式 (2.1.7)
が導かれるσ
i二(u土，Q)=/l ・H ・.....(2.1.7) 
dt 






ては式 (2.1. 8)は ，Q=2cを与える。
それ故，矩形断面を含めた任意の水路断面形を有する
水平水路に対し，式(2.1.8)により定義される Escoffier






z. Z Constant Stageと SbnpleWave 
前述のように，関水路不定流の基礎式である運動方程
式 (2.1.1)及び連続式 (2.1.4)は，式 (2.1.8)によ
り定義される stagevariableを介して式 (2.1.7)に帰













































点から放射状に形成される場合には， centered simple 
waveと呼ばれる。


























Ul十u1=uz+uz …‘ H ・H ・..(2.3.2)
前式 (2.3.1)との間で U2を消去すれば

































( i) U(y) ， c(y)，及び F(y，yo)の関数表を作製する。
但し F(y，y.O)=Uo+U(y)
ィ;I1111~~P(y)-P(Yo)f ~一一一一一一一l-V/ - VV/J lA(yo) A(y) 
(ii) U1及び y1を与えて，式 (2.3.3)に基づき F(y，
YO)=U1+U1を満足する Y=Y2を図式或いは数表の補
聞により決定する。







(v) centぽ edsimple waveに対応する領域(3)は下流































Q=A1υ1=A2υ2 ・ H ・H ・..(2.4.2)
ヱ乙+P~ = ~2と叩 (Yl-Y2)=0 .・H ・-…(2.4.3)
2[1 'p[l 29 
但し Vl=Ul-D.V2=U2-D， D は frontの移動













( i ) 短形断面管渠
1 ，，_ d i 
Y2=τYl=す|






























D.t主x豆(U2ー C2)・t ・H ・.…・(2.4.7)
但し D は frontの移動速度とする。
一方，領域(3)では dam-breakwaveにおけると同様
次式が成り立つ。
dx x 1 







































































ESCOFFIER'S STAGE VARIABLE "OMG" 

























図 3-2-3 非粘性解と実験値の比較(その 1)

















































は dx/df=U2ー らにより表わされる筈であるから， こ
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